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項 自 男子教員 女子教員 よfコ』 計(%)
① 学級経営について 19人 20人 39人 (35.5%) 
② 積極的な生徒指導について 10人 13人 23人 (20.9%) 
③ 児童の問題行動への対応について 15人 6人 21人(19.1%) 
④ 偲や集団への支援について 8人 1人 19人(17.3%) 
⑤ 児童理解について 6人 2人 8人(7.3 %) 
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ムの研究開発』平成4年度文部省科学研究費補助金研究成果報告書、 1993年、 203----206頁。 v
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山崎保寿:小学校学級担任の生徒指導観に関する考察
れは、初任者研修受講後8か月のi時点の力量に関する初任者教員1，561人の自己評価によるものであ
る(回収率67.8%)。
坂本は、小学校・中学校の教員における「これらの差異は、小学校が学級担任市IJて-あるのに対して、
中学校は教科担任制をとっていることによっていると推察できるJ(坂本孝徳、向上論文、 203頁)と
しているが、本稿では、それらの差異に付随する生徒指導観の差に着目する。
(3) 静岡県下の学級担任をしている小学校教員に記述式を主に面接法を併用して調査をした。質
同事項には、学習指導に関するものと生徒指導に関するものとがあり、面接は生徒指導に関する
本人の記述内容について補足的に28人に行った。誠査の対象者110人の分布は県内全域である。
(は) 深津広明は、授業の指導観の転換が指導ーから支援へといったスローガンの変更ですまされる問
題ではないと述べ、「現代学校において子どもの主体的な学習活動を重視する授業観への転換は、
『指導』という用語を『支援』に霊き換えることで実現するのでは」なく、「現代学校において学
習者の主体性を重視するような指導のあり方が、あらためて『子どもから』の教育思想において
再検討され、授業指導論として再構成することが、求められているJ(深海広明 r子どもから』
の教育思想としての指導観の転換JB本学校教育学会編『学校教育研究J第1号、 1996年、 22
"-'23頁)と指摘している。本稿においては、教職経験6年目の小学校学級担任の生徒指導観の調
査において、支援という言葉が使われている場合の内容を検討して分類した。
(5) 児童生徒の「偲性の尊重jを重視する考え方は、中学校の教員よりも、小学校の教員の生徒指
導観として顕著である。藤原正光は、教師の子供観について小中学校の教締392人を対象に意識
調査を実施し、「全体として、『思いやり』、『一生懸命努力する』、『元気に遊べる子』を期待する
傾向が強く認められた」とし、中学校の教員よりも「小学校の教師の方が、何回性の尊重Jをよ
り重要視している傾向がみられたJ(藤原正光「教師の教職意識と教育活動一道徳、クラブ活動、
学級経営-J文教大学教育研究所紀要第3号、 1994年、 33"-'44頁)ことを明らかにしている。
(6) ⑤の「児童理解についてJは、次のような回答に代表される姿勢のものが多かった。円、じめ
や仲間はずれなどの偏見や差別につながるような表れが起こらないように、また、起こったとし
ても早期発見できるようになるべく子供と接する時簡を増やすようにしている。授業だけでな
く朝運動、休みi時間や掃除中、放課後の活動などで一緒に遊んだり雑談する中からも児童を理解
するように心がけている。子どもを理解するためには、まず子ともの考えや思い、願いを共感し
認めることだと思う。いじめにつながるような発言や行動はどんな小さなことでも絶対に許さ
ないという態度で子どもと接し、互いの人格や人権を認めあうことの大切さを伝えていきたい。」
この回答からは、教職経験6年目の教員として、児童の人格や可能性を受け止めようとする真撃
な姿勢が読みとれる。
(7) 岸本幸次郎「中堅教員の研修と職能成長」伊藤和待編『現職教育の再検討』教師教育の再検討
3、教育開発研究所、 1986年、 237"-'238頁。
(18) 本稿で消極的な生徒指導として位置づけている「きまりをまもらせることに意義を認める指
「???
『学校経営研究J第22巻 1997
導Jは、小学校教員よりも中学校教員において多いことが実証されている。(南本長穏「児童・生
徒への対処にみる教師の行動(1)一教師の職業的社会化へのパースペクティブ-J愛媛大学教
育学部紀要教育科学第41巻第2号、 1995年、 1'"19真。小中学校教員1，600人(有効回答数853
人)の調査による。)
(9) 牧昌見は、「教師の変容は、研修によってのみ実現できる」として教員研修による教師の職能
成長上の変容を重視している(牧昌見「教師と研修j牧昌克『新採用，..__，5年の教師の実務』樹村
房、 1986年、 182頁)。牧は、教員研修の体系化に関する問題として、教員のキャリアの中のと
こに節目をつけるかというライフサイクルの問題、その節目ごとの研修プログラムの開発の問
題、多様な職能成長を示す教員に対する多様な研修プログラムの問題などを指摘している。(牧
昌見「時代の変化に対応する教師の指導力と研修JW初等教育資料J、1997年 i月号、 6，._7頁)
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